平成26年度　鶴岡市立図書館協議会会議録
· 日　　時　平成26年10月2日(木) 午後1時30分から

· 会　　場　鶴岡市立図書館　講座室

· 次　　第　１　開　　会
　　　　　　 ２　館長あいさつ
　　　３　協　　議
(1) 平成２５年度図書館事業報告
(2) 平成２６年度図書館重点施策と主要事業について

(3) 鶴岡市子ども読書活動推進計画策定について

(4) 利用カード登録時の本人確認について

(5) その他

　　　　　　４　閉　　会

○　出席委員　樋渡美智子委員（会長）、金子洋子委員（副会長）、遠藤知子委員、
菅原純子委員、笹山一夫委員、三浦洋介委員、成田勇委員、村山正憲委員、
大江弘子委員、鈴木邦委員、伊藤克弘委員、鈴木和子委員
○　欠席委員　なし

○　市側出席職員　図書館長　佐藤巖、同主査　矢口由紀、同図書専門員　新宮久美

　　　　　　　　　社会教育課長　榊原賢一

○　公開・非公開の別　公開

○　傍聴者の人数　１人

○　審議事項
（1）平成25年度図書館事業報告（要覧ｐ９～ｐ11･26）　〈説明　事務局〉
　　　　　事業内容や実動数・参加者を報告　　　　

委　員　クリスマス絵本まつりと冬のおはなし会は別にして表示願いたい。
委員長　羽黒の出羽路会さんの大型紙芝居はとても素晴らしく評判もよかったが、もうやらないのか。
委　員　会員が高齢化して持ち運びや上演が困難な状態になったため羽黒分館に寄贈し貸出して利用してもらうことを検討中である。
委　員　今年度の要覧の統計をみると羽黒分館は入館者数・貸出数が増加しているが特に力を入れた点はあるのか。
委　員　委託の職員の方が図書館の貸出・返却などを頑張ってくれている。読み聞かせも定期的に行ってくれている。
委　員　温海分館も入館者数・貸出数が増加している。また、団体貸出も2倍以上に増えているので担当者に確認したところ小規模ながら保育園・乳幼児サークル・デイサービス・授産施設などにこまめに声かけ働きかけをして知恵をしぼって貸出を増やしたとのことだった。数字として結果がでるとやりがいもあるし結構なことだと思う。
各分館の特色を出して強化していけるような協力を本館にお願いしたい。

委員長　温海分館もがんばっている。合併前は図書室もない状態だったが、分館として　　　　　　整備して利用者も増えている。しかし、年々子どもが減っており今後はどうなるのか。

社会教育課長　はっきりした数字は持合わせていないが、相当数減っていく模様である。
(2)　平成26年度図書館重点施策と主要事業について（要覧ｐ8･27～ｐ33）

〈説明　館長〉　
予算の説明：額面上は増になっているが、補助金等で実質は例年通り

　重点施策　：地域の特色を出し工夫して機能の強化をしていく

　　　　　　　開館100周年にむけてのプレ事業の実施
子ども読書活動推進計画を策定し来年4月施行予定

委員長　重点施策についてのご意見や付け加える点などあればよろしく。
　100周年の事業の計画についての意見などでもよいのでは。
委　員　地域課題解決について、私の経験したことを話したい。
　地域にある古文書を秋保良氏に読み下してもらった。背景や歴史的な価値も含め解読指導
していただいたのは大変ありがたかった。古文書の解読できる人の派遣や養成をお願いし
たい。地域の歴史がわかる文書を大切にしていく必要性を強く感じた。
館　長　午前中に郷土資料館の運営委員会があったがその席でも成田委員の言われるよう

　な意見がでた。本館でも古文書講座を設けているので広く周知・参加いただきたい。
委　員　各地域の要望に応えるような調査・研究が大切。必要な資料の情報を収集・蓄積し

　て求める方々に発信していただきたい。また、専門の先生方との情報交換も重要なことと

　考える。
委　員　羽黒ではいでは文化記念館で古文書を解読してくださる方がいる。

図書館での人材確保だけではなく町中の方々が古文書への理解を深めている。

副委員長　地域の課題解決型の図書館というのはとても良いと思う。

　ヤングアダルトの利用促進のために山口県での例をお話ししたい。地域の歴史をデジタル
化して学校へ貸出・配布したところ中高生が興味を持ち図書館に調べに来るようになった

とのこと。図書館を利用したくなるようなきっかけを模索してはどうか。
委　員　学校では先生方が子どもと本をつなぐ役割を本当に一生懸命頑張っている。

　小学校の学校図書館では市立図書館からの団体貸出や移動図書館利用などで読書好きに
なっても、中学になると市立図書館に行きたくても遠くて行けない子もいる。図書館と中
学校・中学生を結ぶ何かを考えていければと思う。そうすれば高校生になって自分で市立
図書館に行けるようになる。

委　員　今の意見に賛成。強制やえさで釣るようなやり方で読書をさせるのは良い結果は生
　まないと思う。小中学生のうちに本を読む柱を構築してゆければ読書の楽しみを育んでい
　けるのではないか。
館　長　皆様にご意見いただいたことがまさに読書活動推進計画につながっていくことで
　今まで点であったものを線に面にと広げていき、課題を明確にして事業に反映させていき
　たい。また、不足な点についてはどしどしご意見をいただきたい。
委員長　貴重な意見をありがとうございました。
　郷土資料館には貴重な資料が豊富にあり素晴らしいと思う。しかし、同じ施設の１階と２

階なのに遠い感じがする。足を運びにくい雰囲気があるのでは。事業内容の周知や宣伝は
どうなのか。
館　長　２階に上がってみたくなる様なピンポイント的なPRをしてゆきたい。
委　員　図書館のホームページについてだが、魅力的な内容で惹きつけるようなホームペー

　ジにすることが必要。そのことが中高生の授業にも使えるWEB資料になるのではないか。　
よそのHPも見てみたが、鶴岡市のは課題がある。もっと充実をさせてほしい。
委　員　資料の集積・保存を頑張ってしておられるが、生原稿や色紙･書が少ない。そうい

うものを展示するのもよいのではないか。
委　員　東洋文庫に行った時のことであるが、専門資料館では入館者数云々よりも 資料の
収集・保存に重点を置いていいのではないか。歴史的なことを図書館で網羅するのは難し
いと思われるので各地域で個別に保存し必要な時に使える状態にしておくので良いので
は。
委　員　予算なども絡むので時期的にいかがとは思うが、100周年記念の事業・意見を市民
から公募し参加型に作り上げていくというのはどうか
(3)　鶴岡市子ども読書活動推進計画策定について　　　〈説明　館長〉

　　　　計画の概要

　　　　進捗状況　

　　　　学校（中高)との連携・課題解決・

副委員長　骨子を早く立て鶴岡市の図書館として目玉のようなテーマ的なものをうち出し
てはいかがか。小学校は充実しているが、家庭や大人はどうか。具体的な動きが大切。

図書館に気持ちを向けさせる方向にしてほしい。

委　員　子どもたちは読み物だけが好きなわけではなく、いろいろな種類の実用的な本に興味を示す子もいるので、そういう本の使い方を先生方に工夫していただきたい。

委　員　中学生も学校図書館をよく利用している。数字的には高くてもイコール読書の中身
があるのではないと思う。本に逃げるのではなく、質の良い読書・人生の糧となるような
本と出合ってほしい。繋がってほしいと思う。
委員長　読書が逃避の場であってはならない。デジタル化の時代の読書とは…　だからこそ
読書で知の体力をつけていくことが大切と思う。子ども読書活動推進計画にいかに盛り込
むか大変なところだがよろしく。
　鶴岡の図書館の対応はとても良いと評判である。　

(4)　利用カード登録時の本人確認について　　　　　　　　〈説明　主査〉

　　　　県内の状況

　　　　確認の必要性
委　員　インターネット予約利用など進んでいくので本人確認は大事だと思う。利用案内を
きちんとしているのは良い。ネット社会が進む中、利用者管理は大事な課題と感じている。
　利用しやすい図書館のためにも工夫してほしい。

委　員　鶴岡市立図書館は本人確認なしで利用カードが作れるのは信頼関係があると思っ
ていたが、利用者管理の上で支障があるのであればやむをえない。
(5)　その他

　　　　
社会教育課長　来年度、図書館と共催で作家森敦氏の資料の展示を2階の展示コーナーで行
う計画である。ついては、市民の皆様にも足を運んでいただき、郷土資料館のことも知っ

てもらいたい。
　昨年度からブックスタートを全市展開で行っている。社会教育課・健康課・子育て推進課・

図書館で協力してやっている。今後も引き続きよろしくお願いしたい。
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